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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【目的】  適用可能な処置具を容易に判断できる内視鏡
を提供する。
【構成】  処置具を挿通するための管路（処置具挿通チ
ャンネル２５）を備えた内視鏡１０において、処置具挿
通チャンネル２５の最小内径を表示する表示部３０を処
置具挿入口突起２１の近傍に設けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  処置具を挿通するための管路を備えた内
視鏡において、該管路内径の大きさを表示する表示部を
備えたことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】  請求項１記載の内視鏡において、前記表
示部には前記管路の最小内径を表示する内視鏡。
【請求項３】  請求項１記載の内視鏡において、前記表
示部は前記管路の入口部近傍に設けられている内視鏡。
【請求項４】  請求項３記載の内視鏡において、前記管
路は、前記内視鏡の把持部先端に開口する入口部と前記
内視鏡の挿入部先端に開口する出口部とを結ぶ管路であ
って、前記表示部は前記把持部に設けられている内視
鏡。
【請求項５】  請求項３記載の内視鏡において、前記管
路は、前記内視鏡の把持部先端に開口する入口部と前記
内視鏡の挿入部先端に開口する出口部とを結ぶ管路であ
って、前記表示部は前記内視鏡の挿入部と把持部の間に
位置する連結部に設けられている内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の技術分野】本発明は、処置具を挿通するための
管路を備えた内視鏡に関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】内視鏡では、処置具を挿
通するための管路（処置具挿通チャンネル）を設けたも
のがある。このような内視鏡では、被検者（患者）や処
置部位等に応じて、適切な処置具を選択できるようにな
っている。ところが、上述した処置具挿通チャンネルの
内径は、製造メーカまたは機種によって異なり、現状で
は統一されていない。このため、使用したい処置具が処
置具挿通チャンネル内を挿通できるものであるか否かの
判断が難しかった。
【０００３】なお従来では、内視鏡の挿通チャンネル及
び処置具に色指標を付し、色指標が合致する挿通チャン
ネルと処置具色を組合せて使用するようにした内視鏡シ
ステムがあるが、色指標のない処置具を使用したい場合
には判断ができなかった。
【０００４】
【発明の目的】本発明は、適用可能な処置具を容易に判
断できる内視鏡を提供することを目的とする。
【０００５】
【発明の概要】本発明は、処置具を挿通するための管路
を備えた内視鏡において、該管路内径の大きさを表示す
る表示部を備えたことに特徴を有している。この構成に
よれば、処置具を挿通するための管路内径を確実に知る
ことができ、適用可能な処置具を容易に判断することが
できる。
【０００６】上記表示部には、処置具が上記管路内を確
実に挿通できるか否かを判断できるようにするため、管
路の最小内径を表示すると好ましい。また、表示部は、
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内視鏡操作者が視認しやすいように、管路の入口部近傍
に設けられていると好ましい。
【０００７】上記処置具を挿通するための管路は、内視
鏡の把持部先端に開口する入口部と内視鏡の挿入部先端
に開口する出口部とを結ぶ管路とすることができる。こ
の場合、上記表示部は、前記把持部に設けられている
か、若しくは、前記内視鏡の挿入部と把持部の間に位置
する連結部に設けられているとよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図１は、本発明を適用した内視鏡
１０を示す外観図である。内視鏡１０は、可撓性を有す
る体内挿入部１１と、この内視鏡１０の操作者が把持す
る把持操作部１２と、把持操作部１２の側部に延設され
たユニバーサルチューブ１３を有している。ユニバーサ
ルチューブ１３の先端には、内視鏡１０に照明光を供給
する光源装置を接続するための光源差込部１４が設けら
れている。
【０００９】体内挿入部１１には、先端側（図１におい
て左方）から順に、先端部１１ａ、湾曲部１１ｂ、挿入
部可撓管１１ｃが形成されている。先端部１１ａには、
図２に示すように、対物レンズ１５、照明用レンズ１
６、送気ノズル１７ａ、送水ノズル１７ｂ、処置具挿通
チャンネル出口１８が配置されている。対物レンズ１５
によって結像された体腔画像は、体内挿入部１１から操
作部１２に至る光学ファイババンドルを介して接眼レン
ズ２８から観察することができる。照明用レンズ１６に
は、ユニバーサルチューブ１３から把持操作部１２及び
体内挿入部１１内を通るライトガイドファイバーバンド
ルにより、光源差込部１４に接続された光源装置からの
照明光が伝達される。湾曲部１１ｂは、把持操作部１２
に設けた湾曲操作ノブ１９によって湾曲操作される。
【００１０】体内挿入部１１と把持操作部１２の間に位
置する連結部２０には、処置具挿通チャンネル出口１８
に連通する入口を挿設（または収納）する処置具挿入口
突起２１が設けられている。なお、連結部２０は、体内
挿入部１１に隣接する部分の外側が折れ止めゴム管２０
ａによって覆われている。図３は処置具挿入口突起２１
部分を示す模式断面図である。処置具挿入口突起２１
は、連結部２０から斜め外方に向けて突設された中空筒
状部であり、この中空内部には処置具挿入シリンダ（口
金）２２が挿設されている。処置具挿入シリンダ２２の
図の上端部には、スリット２３ａを有する鉗子栓２３が
嵌められていて、このスリット２３ａにより鉗子栓２３
の入口部と処置具挿入シリンダ２２の入口部とが仕切ら
れる。処置具挿入シリンダ２２の図の下端部には、内部
を中空状とした中継部材２４が固定されていて、中継部
材２４の中空内部には処置具挿通チャンネル（処置具ガ
イド管路）２５の入口側端部が連通している。処置具挿
通チャンネル２５は、中継部材２４に接続された金属製
の硬性管２５ａと、接続用コイル２６を介して硬性管２
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５ａに接続された弾性材料の軟性管２５ｂからなる。こ
の処置具挿通チャンネル２５はその出口側端部が処置具
挿通チャンネル出口１８と連通しており、処置具挿入シ
リンダ２２から挿入した鉗子などの処置具を、処置具挿
通チャンネル２５を通して処置具挿通チャンネル出口１
８から延出させることが可能である。なお、中継部材２
４には、処置具挿通チャンネル２５とは別に、処置具挿
通チャンネル出口１８から体液などを吸引するための吸
引用チューブ２７が連通している。
【００１１】以上の内視鏡１０には、処置具挿入口突起
２１の近傍に位置させて、処置具挿通チャンネル２５の
最小内径を表示する表示部３０が設けられている。処置
具挿通チャンネル２５の内径は、処置具挿入シリンダ２
２と中継部材２４の接続部分や硬性管２５ａと軟性管２
５ｂの接続部分で狭くなっており、本実施形態では処置
具挿入シリンダ２２と接続する中継部材２４の内径が最
小内径となっている。この表示部３０により、内視鏡操
作者は、処置具挿通チャンネル２５の内径を正確に知る
ことができ、使用したい処置具が内視鏡１０に使えるか
否かを容易に判断することができる。例えば、図１では
表示部３０に２．８ｍｍと表記されているから、使用し
たい処置具の最大外径が２．８ｍｍ未満のものであれば
挿通可能で使用することができ、２．８ｍｍ以上のもの
であれば挿通不可で使用できないと判定することができ
る。
【００１２】本実施形態では、表示部３０を把持操作部
１２に設けているが、図４に示すように連結部２０に設
けてもよい。すなわち、内視鏡操作者が視認しやすい処
置具挿入口部近傍であればよい。
【００１３】以上、図示実施形態を参照して本発明を説
明したが、本発明の内視鏡は図示実施形態に限定される
ものではない。例えば、本発明は、光学ファイバや接眼
レンズ２８の代わりにＣＣＤ等を用いた電子内視鏡にも
適用可能である。
【００１４】
【発明の効果】本発明によれば、処置具を挿通するため
の管路を備えた内視鏡において、処置具を挿通するため
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の管路内径を正確に知ることができ、どの処置具が適用
可能であるか否かの判断を容易且つ確実に行なえる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した内視鏡の一実施形態を示す外
観図である。
【図２】図１の矢印Ｉ方向から見た、体内挿入部の正面
図である。
【図３】処置具挿入口突起部分を示す模式断面図であ
る。
【図４】本発明を適用した内視鏡の別実施形態を示す外
観図である。
【符号の説明】
１０  内視鏡
１１  体内挿入部
１２  把持操作部
１３  ユニバーサルチューブ
１４  光源差込部
１５  対物レンズ
１６  照明用レンズ
１７ａ  送気ノズル
１７ｂ  送水ノズル
１８  処置具挿通チャンネル出口
１９  湾曲操作ノブ
２０  連結部
２０ａ  折れ止めゴム管
２１  処置具挿通入口突起
２２  処置具挿入シリンダ
２３  鉗子栓
２３ａ  スリット
２４  中継部材
２５  処置具挿通チャンネル
２５ａ  硬性管
２５ｂ  軟性管
２６  接続用コイル
２７  吸引用チューブ
２８  接眼レンズ
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